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編
集
後
記

　
甲
賀
町
大
久
保
区
の
皆
さ

ん
が
８
月
１６
日
、信
楽
に
保

養
に
訪
れ
て
い
た
皆
さ
ん
を

ま
ち
巡
り
ツ
ア
ー
に
招
待

し
、私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
同

行
し
て
き
ま
し
た
▼
自
分
た

ち
の
地
域
の
良
さ
を
お
客
様

に
堪
能
し
て
も
ら
え
る
よ
う

練
り
あ
げ
ら
れ
た
ツ
ア
ー
に

参
加
者
は「
本
当
に
良
い
所
」

と
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
、広

報
担
当
の
私
も
知
ら
な
い
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
▼
そ

ん
な
ツ
ア
ー
の
途
中
、あ
る

子
ど
も
が「
あ
っ
忍
者
が
こ
ん

な
所
に
も
い
る
よ
」と
指
差

し
た
先
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

▼
身
近
す
ぎ
て
普
段
気
づ
か

な
い
物
も
、少
し
気
を
付
け

て
歩
い
て
い
れ
ば
、地
域
毎
の

デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,522

46,426

47,096

33,339

（-41）人

（-  3）人

（-38）人

（21）世帯
H25.7.31現在　（　）内は前月比

9月の延長窓口は
3日、10日、17日、24日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）

いざという時のために……………………………………………2,3
第 48回滋賀県消防操法訓練大会結果……………………………4
猛毒キノコ「カエンタケ」にご注意を……………………………6
平成 26年度保育園・幼稚園入園案内……………………………8

キラリ輝く地域の輪「ながの自治振興会」……………………12
まちかど特派員のページ「大原祇園の伝統を守る」…………15
であいこうか「まちの音楽家…フルート奏者　石田美知世さん」…17

いし  だ　 み   ち　 よ

つ

「
や
さ
い
が
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
」

土
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に
こ
園
　
５
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鳴
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心
羽 

さ
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な
る 

み

こ
こ
わ

「
む
し
ば
０
は
歯
を

　
　
大
切
に
す
る
思
い
か
ら
」
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６
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堀
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七
菜
さ
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9月1日は
「防災の日」
　 9月９日は
「救急の日」

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
国
は
、１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
９
月
１
日
を「
防
災
の
日
」に
定
め
、

国
民
が
台
風
、
地
震
等
の
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
準
備
す
る

日
と
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
に
備
え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
緊
急
時
に
適
切
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
救
急
活
動
の
知
識
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

水
害
、
土
砂
災
害
へ
の
備
え

　
9
月
は
台
風
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
く
発
生
す
る

時
期
で
す
。
そ
の
た
め
、
が
け
崩
れ
な
ど
土
砂
災
害
、

河
川
の
は
ん
濫
や
家
屋
へ
の
浸
水
な
ど
水
害
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
台
風
が
接
近
し
て

き
て
い
る
場
合
や
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
情
報
が
出
た

場
合
に
は
、
外
出
を
控
え
、
音
声
放
送
端
末
機
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
へ
の
備
え

　
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

な
ど
地
震
災
害
は
、
い
つ
ど
ん
な
規
模
で
発
生
す
る

か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
音
声
放
送
端
末
機
や
携
帯
電

話
が
緊
急
地
震
速
報
を
発
し
た
ら
、
速
や
か
に
揺
れ

に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
甲
賀
市
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
で
改
め
て
避
難
の
方
法
や
経
路
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

「
心
肺
蘇
生
法
」の
心
得
を

　
何
か
が
き
っ
か
け
で
人
の
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
正
し

い
方
法
で
心
肺
蘇
生
法
を
施
す
と
、
生
存
率
や
社
会

復
帰
率
が
と
て
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
各
消
防
署
・
分
署
で
は

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法
の
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
人
の
命
を
守
る
た
め
、
適

切
な
方
法
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。（
講
習
会
に
つ
い

て
は
各
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

災
害
に
備
え
て

　
　
家
庭
内
で
の
備
蓄
を

　
災
害
に
よ
り
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
使

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
家
庭
内
で
食
糧
や
生
活
必
需
品
を
備
蓄

し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
備
蓄
し
て
お
く

と
よ
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○�

飲
料
水（
保
存
飲
料
は
一
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

程
度
）

○�

生
活
用
水
と
消
火
用
水（
普
段
か
ら
、
お
風

呂
・
や
か
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
汲
み
置
き

し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ト
イ
レ
の

使
用
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
）

○�

食
糧（
米
な
ど
の
主
食
と
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食

品
、
高
齢
者
や
病
人
、
乳
幼
児
の
た
め
の
食

品
も
）

○�

そ
の
他（
簡
易
ト
イ
レ
、
卓
上
コ
ン
ロ
、
予
備

の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、ラ
ッ
プ
、衣
類
、靴
、ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
予
備
の
電
池
、
軍
手
、
紙
オ
ム

ツ
な
ど
）

▲家庭内備蓄品

昭
和
56
年
以
前
建
築
の

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
へ

無
料
耐
震
診
断・耐
震
改
修
補
助

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

た
め
の
制
度
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

●
無
料
耐
震
診
断
要
件

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅

・�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
完

成
し
て
い
る
住
宅

・�

階
数
が
２
階
以
下
、
延
床
面
積
が
３
０
０

㎡
以
下
の
住
宅　
な
ど

●
耐
震
改
修
補
助

　
耐
震
診
断
で
出
た
数
値
を
０
．７
以
上
に
上

げ
る
改
修
を
し
た
と
き
に
出
る
補
助
で
す
。

　
本
年
度
は
、
耐
震
改
修
工
事
費
が
３
０
０
万

円
を
超
え
る
と
80
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

※
必
ず
着
工
前
に
相
談・申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

住
宅
建
築
課　

建
築
係
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普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　
心
肺
蘇
生
法
及
び
A
E
D
の
使
用
方
法
を

学
び
ま
す
。

日
時：９
月
８
日（
日
）９
時
～
12
時

　
　
　
（
受
付
８
時
30
分
か
ら
）

場
所：甲
南
消
防
署

そ
の
他：先
着
20
名　
※
参
加
無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

甲
南
消
防
署
救
急
係
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『全国一斉情報伝達訓練の
　　　　　　実施について』
　全国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）
の全国一斉情報伝達訓練が実施され、市内
全域の地域情報化基盤整備事業の音声放送
端末機及び屋外拡声機と、甲南地域の各戸
に設置されている防災行政無線の戸別受信
機から最大音量で放送が流れます。
　試験の実施にあたり、ご理解とご協力を
お願いいたします。

実施日時　９月11日（水）
　　　　　11時と11時30分の計２回
　　　　　※予備日　10月9日（水）
対象地域　市内全域
放送内容
　放送前後にチャイムが鳴り、　『これは、
試験放送です』を３回連呼する等の放送が
流れます。

平成25年度近畿府県防災訓練
　近畿2府4県と福井県・徳島県・三重県合
同の大規模な総合防災訓練が開催されます。
見学は自由ですので是非お越しください。
日�時　10月26日（土）９時から22時
　　　 　　 27日（日）８時30分から12時
場所　�東近江地域（近江八幡市運動公園：26

日、27日　滋賀県消防学校:26日のみ）
　　　�詳細は、県ホームページ ➡【http://

www.pref.shiga.lg.jp/index.html】
※その他詳細は、お近くの消防署まで

問い合わせ

☎65-0665／ 63-4619
危機管理課

甲賀広域行政組合消防本部　警防課
　☎63-7934　 62-3666
水口消防署☎63-1119　水口消防署土山分署☎67-1199
甲南消防署☎86-3119　甲南消防署甲賀分署☎88-7701
信楽消防署☎82-0119

甲賀市役所　危機管理課　☎65-0665／ 63-4619

問い合わせ

▶
水
防
訓
練

▲重要な情報管理▲正しい心肺蘇生法を

※�甲賀市防災マッ
プがまだ手元

にない方には、お
住まいの地

域の地域市民セン
ターで配布

しています。

訓練中の指揮を執る中嶋市長

平成25年9月1日 22013.9.13 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日



甲賀方面隊
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　７月23日に開催された第２回セーフコミュニティ推進協議会
において、甲賀市の地域特性や課題をふまえ、セーフコミュニティ
の取組テーマが次の５項目に決まりましたのでご紹介します。

甲賀市セーフコミュニティ取組テーマ

甲賀市の地域特性（現状・課題） 取組テーマ
・�自殺は、20～ 30歳代の死亡原因の１位であり、10歳代、40～ 60歳
代においても死亡原因の上位である。
・�人口10万人あたりの自殺者数を甲賀市・滋賀県・全国で比較すると、甲賀
市は若干高い。

自殺の予防に向けて

・�アンケート調査で、交通事故を不安に感じる人が多い。
・�外傷による救急搬送のうち半数は交通事故である。
・�甲賀市は主な交通手段として自動車を利用する人が多い。また、交通事
故負傷者数は、自動車運転中の事故が最も多い。

交通安全に向けて

・�不慮の事故による死亡は、高齢になると増加する。また、高齢者の不慮
の事故による死亡は、「不慮の窒息」「転倒・転落」「不慮の溺死等」が多い。
・�高齢者虐待相談件数および実際に虐待と認められる件数が過去６年間で
増加している。

高齢者の安全に向けて

➡

➡

➡
・�平成19年に、市の事業で四万十川水難事故が起きており、子どもの安全は
甲賀市の最重要テーマの一つである。
・�学校施設等での事故・けがの発生率は、保育園・幼稚園・小学生・中学生と、
年代が上がるにつれ高くなる。
・�保育園・幼稚園は、小学生・中学生に比べ、学校施設等での事故・けがの発
生割合は低いが、学校以外の場所、家庭内での事故・けがについて詳細な
分析が必要である。
・�児童虐待相談件数が増加している。

子どもの
安全に向けて➡

・�アンケート調査で、自然災害・火災を不安に感じる人が多い。
・�アンケート調査で、「各家庭で実施している防災対策」（訓練参加や各種の
災害時対策等）について、全体的に実施率が低い。
・�アンケート調査で、地域等での「防災活動」に対し、現在取り組んでいる
と回答した人は５割以下である。

災害被害の防止に向けて➡
平成25年度

後半の活動予定
　今後は、課題の解決に向けて、上記のテーマ別に対策委員会を設置し、
市民・地域主体で具体的な活動を実践していきます。

セーフ
コミュニティの

取組テーマ
が 決定

※上記の実施時期は予定であり、変更する場合もあります。

テ
ー
マ
別
の
対
策
委
員
会

設
置

対
策
委
員
会
で
テ
ー
マ

別
に
現
状・課
題
を
検
討

現
状
・
課
題
を
ふ
ま
え
、

対
策
委
員
会
と
し
て
の

活
動
や
評
価
指
標
を
設
定

中
間
ま
と
め

認
証
に
向
け
た

プ
レ
審
査　

認
証
審
査
員
を
招
き
、

指
導・助
言
を
受
け
ま
す

9月 10月 11月
平成26年
1月～ 3月

➡ ➡ ➡ ➡

訓
練
と
結
束
力
で

栄
光
に
輝
く

第
48
回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

【
ポ
ン
プ
車
の
部　

優
勝
・
6
位
入
賞
】

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

準
優
勝
・
３
位
入
賞
】

　
第
48
回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
８
月
４
日
、
滋
賀

県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、甲
賀
市
消
防
団
か
ら
水
口・土
山・

甲
賀・信
楽
の
４
方
面
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
春
か
ら
の
厳
し
い
訓
練
と
結
束
力
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
操

法
が
披
露
さ
れ
、
全
出
場
隊
が
入
賞
と
い
う
栄
光
に
輝
き
ま

し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
土
山
方
面
隊
第
四
分
団
が
優
勝
、

甲
賀
方
面
隊
第
三
分
団
が
第
６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
信
楽
方
面
隊
信
楽
分
団
が
準
優

勝
、
水
口
方
面
隊
第
五
分
団
が
第
３
位
と
素
晴
ら
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
方
を
は
じ
め
、
サ
ポ
ー
ト
の
団
員
、
家
族
、
職
場

の
方
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
訓
練

へ
の
ご
参
加
、
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

　

☎
６
５
―
０
６
６
５
／

６
３
―
４
６
１
９

土山方面隊

水口方面隊

信楽方面隊

■
ポ
ン
プ
車
の
部

　
土
山
方
面
隊　
優
勝

　
・
指
揮
者　
横よ
こ
山や

ま　
恒の

ぶ
幸た

か

　
・
１
番
員　
吉よ

し
永な

が　
豊

ゆ
た
か

　
・
２
番
員　
安や

す
田だ　
尚な

お
孝た

か

　
・
３
番
員　
佐さ

さ々

木き　
一か

ず
貴た

か

　
・
４
番
員　
竹た

け
尾お　
務

つ
と
む

　
・
要　
員　
谷た

に
口ぐ

ち　
純

じ
ゅ
ん
一い

ち

　
・
要　
員　
吉よ

し
永な

が　
政ま

さ
人と

　
甲
賀
方
面
隊　
第
6
位

　
・
指
揮
者　
福ふ
く
井い　
義よ

し
典の

り

　
・
１
番
員　
橋は

し
本も

と　
晃

あ
き
ら

　
・
２
番
員　
田た

村む
ら　
将ま

さ
志し

　
・
３
番
員　
堀ほ

り
井い　
光

ひ
か
る

　
・
４
番
員　
山や

ま
口ぐ

ち　
伊い

佐さ

雄お

　
・
要　
員　
嶋し

ま
田だ　
一か

ず
彦ひ

こ

　
・
要　
員　
北き

た
相さ

が
模み　
透

と
お
る

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
信
楽
方
面
隊　
準
優
勝

　
・
指
揮
者　
前ま
え
川か

わ　
幸こ

う
市い

ち

　
・
１
番
員　
藤ふ

じ
田た　
祐ゆ

う
樹き

　
・
２
番
員　
服は

っ
部と

り　
貴た

か
典の

り

　
・
３
番
員　
大お

お
原は

ら　
成な

る
紀き

　
・
要　
員　
池い

け
田だ　
素も

と
樹き

　
・
要　
員　
川か

わ
口ぐ

ち　
翔

し
ょ
う

　
水
口
方
面
隊　
第
3
位

　
・
指
揮
者　
北き
た

山や
ま　

智と
も

規の
り

　
・
１
番
員　
東あ

ず
ま　
宗そ

う
輔す

け

　
・
２
番
員　
北き

た
山や

ま　
充み

つ
崇た

か

　
・
３
番
員　
奥お

く
村む

ら　
忠た

だ
宏ひ

ろ

　
・
要　
員　
竹た

け
田だ　
直な

お
輝き

　
・
要　
員　
森も

り
村む

ら　
治は

る
久ひ

さ

優勝した土山方面隊選手の皆さん
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企業に

直接アピール
できる

チャンスです
！JOBフェアJOBフェアJOBフェアJOBフェア甲賀

９月18日（水）に開催されます甲賀ＪＯＢフェアの参加企業をお知らせします。

参加事業所について、変更が生じる場合がありますので、甲賀市のホームページでご確認ください。

合同就職面接会

■日　時　　９月18日（水）12時30分～ 16時30分（12時受付開始）
■場　所　　碧水ホール（水口町水口5671）
■参加方法　入退場自由・予約不要・参加無料
■対象者　　・�市内で就職を希望する平成26年３月に大学（院）、短期

大学、高等専門学校などを卒業予定の学生（卒業後３年
以内を含む）

　　　　　　・若年求職者（概ね40歳代前半）
問い合わせ

☎65-0710／ 63-4087
商工政策課　労政係

No. 企業名 住所 職種 求人数
学卒 一般

1 トヨタ紡織滋賀株式会社 水口町笹が丘1-14 製造 2

2 株式会社日立建機ティエラ 水口町笹が丘1-2 機械系技術者 1
電気系技術者 1

3 株式会社ジーテクト（滋賀工場） 土山町南土山乙41
技術開発（金型製作） 1
技術開発（溶接技術） 1
技術開発（ＣＡＤ設計） 1

4 有限会社グリーンサポートこうか 甲賀町相模451 農業機械　オペレーター 1

5 株式会社滋賀松風 信楽町黄瀬2296 事務職 1
歯科材料の製造業 1

6 社会福祉法人　八起会 水口町朝日が丘614-31 介護職 15
7 ふるさと 水口町虫生野中央43 調理師 1 1
8 大宝柊木株式会社 土山町大野2637 営業職 1
9 株式会社水口スポーツセンター 水口町北内貴77 サービス職 1

10 特別養護老人ホーム信楽荘 信楽町牧1159 介護業務 2
看護師 1

11 滋賀シミズ精工株式会社 信楽町中野688

技術職 2
製造技術職 1
品質管理業務 1
製品検査業務 1

12 滋賀設備株式会社 水口町酒人559 住設機器製造オペレーター 2 2
13 滋賀交通株式会社 水口町本綾野1-1 総合職 1

14 大原薬品工業株式会社 甲賀町鳥居野121-15

研究開発 1
品質管理 1
ＭＲ（営業） 1
製造 1 1

15 株式会社日本サルベージサービス
滋賀支店 水口町ひのきが丘7

営業職 2
クレーンオペレーター 2
整備士 3

16 滋賀テレコム株式会社
ドコモショップ甲賀店 水口町水口6110-1 販売スタッフ 5 5

17 社会福祉法人しがらき会 信楽町神山534-8 支援員 2
ヘルパー 2

18 上西産業株式会社 水口町新町2丁目2-18 営業職 1
19 松山産業株式会社 土山町北土山1700 営業職 2
20 天馬株式会社 甲南町竜法師1456 技術（理系） 5
21 株式会社フジサワ建設 水口町水口1590-1 建築・土木技術者 2
22 甲陽興産株式会社 甲賀町相模319 営業企画 2

23 滋賀運送株式会社 水口町名坂840
事務職 3
セールスドライバー 6
営業職 6

24 湖南精工株式会社 甲南町柑子2002-28 技術職 3
25 ヤマデテクノ株式会社 水口町松尾501 製造技術職 1

甲賀JOBフェア　参加事業所一覧表

平成25年度

人間ドック検診費
助成事業のご案内
　市では生活習慣病の早期発見・予防のため、国民健康保険にご
加入の方を対象に特定健診の実施や人間ドック検診費の助成を
行っています。
　特定健診（無料）の受診券は９月までに順次送付しております
が、特定健診を受けずに、人間ドックを受ける方は、次のとお
り検診費用の助成を行います。
助成の条件
・対象者…次の３つのすべてに該当する方
　①甲賀市国民健康保険被保険者
　②国民健康保険税の滞納がない世帯の方
　③昭和49年３月31日以前に生まれた方
・検診内容…特定健診の検査項目をすべて含んだものであること
・受診日…平成26年３月31日まで
　　（※年度内に75歳になる方は、75歳の誕生日の前日まで）
助成の金額
　検診費用の１／２（上限２万円）　※助成は一年度中に１回限りです。
申請の方法
　�　ドックを受ける日がきまったら、国民健康保険被保険者証
と印鑑を持って、申請の手続きにお越しください。
　�　受診後、検診結果・領収書・振込先通帳・印鑑を持って、助成
金交付申請をお願いします。

　（特定健診の受診券が届いている方は、券の返却をお願いします）
申請場所
　保険年金課（水口庁舎１階）または旧支所の地域市民センター

問い合わせ

☎65-0688／ 63-4618
保険年金課　国保年金係

家具転倒防止器具等　
取付設置補助金について
　災害の被害を減らす一つの方法として家具転倒
防止器具等の取付設置があります。家具が転倒・
落下して散乱すると、安全に避難することができ
ず、避難の遅れにつながります。また、支援の必
要な高齢者や障がい者の方が、家具の転倒等に
よって圧死やケガ等をされる可能性もあります。
このようなことを防ぐため、市では補助制度を設
けています。

対
象
世
帯

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
市
県
民
税

非
課
税
世
帯

・�

75
歳
以
上
の
高
齢
者（
後
期
高
齢
者
）の
み

で
構
成
さ
れ
た
世
帯

・�

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
の
程
度
が

１
級
、
又
は
２
級
に
該
当
す
る
者
の
み
で

構
成
さ
れ
た
世
帯

・�

知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯

・�

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
の
み
で
構

成
さ
れ
た
世
帯

・�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
者
又
は
要
支

援
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

　
※�

上
記
の
世
帯
の
18
歳
未
満
の
市
県
民
税
非
課

税
者
が
含
ま
れ
る
場
合
も
対
象
と
し
ま
す
。

補
助
金
額

　
上
限
１
万
５
千
円

　
※�

転
倒
防
止
器
具
等
の
購
入
費
と
取
付
費
が

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・�

家
具
の
転
倒
又
は
落
下
を
防
止
す
る
た
め

に
有
効
な
器
具

・�
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効

な
フ
ィ
ル
ム　
な
ど

申
請・交
付
等
の
流
れ

①�

市
へ
補
助
金
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

②�

市
で
審
査
後
、
交
付
決
定
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

③�

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
の
購
入
、
ま
た
は

業
者
に
取
付
工
事
依
頼
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
※�

ご
自
身
で
取
付
け
が
で
き
な
い
方
に
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
が
代
行
す
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
安
心
生
活
支
援
事
業（
市
長
寿

福
祉
課
）を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

④�

取
付
け
完
了
後
、
必
要
書
類（
実
績
報
告

書
、
実
施
前
後
写
真
な
ど
）を
市
へ
提
出

い
た
だ
き
ま
す
。

⑤�

内
容
確
認
後
、
指
定
口
座
へ
補
助
金
を
振

り
込
み
ま
す
。

　
※�

購
入
・
施
工
後
の
申
請
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
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猛毒 キノコ
「カエンタケ」
市内で確認触らないで触らないで

絶対に絶対に

　市内で猛毒を持つ「カエンタケ」の発生が
確認されました。このキノコの汁は触った
だけで炎症がおきる恐れがあり、誤って食
べてしまうと下痢・嘔吐などに始まり、運動・
言語障害、全身の炎症から多臓器不全に陥
り死亡します。また、回復した場合でも脳
に後遺症が残る可能性があります。もしも、
写真のような赤いキノコを発見されても絶
対に触らず、また子どもが接触しないよう
に気をつけてください。

▲赤い色が特徴のカエンタケ

【カエンタケ】
高さ３～ 15cmで円
筒形および手の指のよ
うな形に赤橙色～赤色
の姿が特徴。梅雨から
秋にかけての期間、ブ
ナ科樹木など広葉樹の
根元に主に発生。

問い合わせ

☎65-0715／ 63-4592
林業振興課

▲家具転倒防止器具の一例
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おじいちゃん、おばあちゃんも一緒に子育て

「いきいき孫育て講座」開催

未就園児の子育て講座開催
子育てについての疑問や知識を、子どもと一緒におしゃ
べりしながら学びます。お気軽にご参加ください。
　　おしゃべりしましょう　子どもの育ち
●開催日時　① 9月20日（金）
　　　　　　② 11月1日（金）　　
　　　　　　　９時45分～ 11時30分（９時30分受付）
●場　　所　①甲賀子育て支援センター
　　　　　　②信楽子育て支援センター
●対　　象　１歳６ヶ月までの未就園児とその保護者
●定　　員　①15組　申込締切（9/13）
　　　　　　②10組　申込締切（10/25）
●その他　　要申込　託児なし　申込多数の場合は抽選

　　おしゃべりしましょう　子どもの食事
●開催日時　①9月20日（金）　②9月30日（月）
　　　　　　③10月4日（金）　④10月23日（水）
　　　　　　　10時～ 11時（各所共通）
●場　　所　①甲南子育て支援センター
　　　　　　②土山子育て支援センター
　　　　　　③甲賀子育て支援センター
　　　　　　④信楽子育て支援センター
●対　　象　市内在住の未就園児とその保護者
●定　　員　①先着10組　②先着15組
　　　　　　③先着15組　④先着10組
●その他　　要申込　託児なし

　子育ての主役はお父さんとお母さんですが、おじいちゃ
ん、あばあちゃんの応援も期待されています。
　時代とともに変わる子育てや、最近の子育て事情を紹
介し、３回シリーズで、孫育てや家族とのかかわりにつ
いて考えます。

●第１回　10月10日（木）
　「変わった？変わらない？子育て基礎知識」
　　※乳幼児の生活について　
●第２回　11月６日（水）　
　「絵本の力で孫育て ～心を育てる～」
　　※孫とのふれあい方、絵本選びのコツなど
●第３回　12月13日（金）
　「保育園・幼稚園の子どもたち」
　　※通園する子どもを見守る祖父母の役割について
　※対象　市内在住の祖父母、今の子育てに関心のある方

　　
　
　※３回連続の受講も、単回の受講も可能です。

3回共通
　　時間／ 10時30分から11時45分
　　場所／甲賀市役所　甲南庁舎
　　定員／ 30名（要予約）

問い合わせ・申込み

こども未来課　☎86-8171／ 86-8380

1

2

平
成
26
年
度 

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

　 
入
園
申
込
受
付
の
ご
案
内

　
平
成
26
年
度　
各
種
園
入
園
希
望
者
の
申
込

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
各
種
ご
と
に
受
付
期
間

や
入
園
基
準
、
注
意
点
な
ど
が
違
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
項
目
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
、
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
　
保
育
園
入
園
申
込
受
付

【
受
付
期
間
】 

10
月
1
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
～
10
月
11
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土・日・祝
日
除
く
）

【
受
付
場
所
】

　
在
園
児：�現
在
通
っ
て
い
る
保
育
園

　
　
　
　
　
　
（
ま
た
は
第
一
希
望
の
保
育
園
）

　
新
入
園
児：�第
一
希
望
の
保
育
園

　
　
　
　
　
　
（�

※
保
育
園
未
就
園
の
方
、
平

成
25
年
度
待
機
中
の
方
で
す
）

※�

や
む
を
え
な
い
理
由
等
で
保
育
園
で
申
込
み
が
で

き
な
い
方
や
通
訳
の
必
要
な
方
の
み
、
各
旧
支
所

の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー・市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー・こ

ど
も
未
来
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】�保
育
園
の
開
園
時
間
内
の

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
18
時

※�

都
合
に
よ
り
期
間
中
に
申
込
み
で
き
な
い
方
は
、

次
の
日
程
の
み
甲
南
庁
舎
1
階
第
一
会
議
室
で
申

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
●
10
月
１
日（
火
）17
時
15
分
～
20
時

　
●
10
月
８
日（
火
）17
時
15
分
～
20
時

　
●
10
月
12
日（
土
）９
時
～
12
時

【
入
園
基
準
】

・�

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
家
族
が
、
家
庭
内

外
で
仕
事
に
つ
い
て
い
る
、
あ
る
い
は
、

病
気
な
ど
の
理
由
で
児
童
を
家
庭
で
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

（
保
護
者
・
入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

【
必
要
書
類
】入
園
申
込
書
お
よ
び
昼
間
保
育

が
で
き
な
い
証
明
書
な
ど

　

�（
必
要
書
類
は
各
保
育
園
、
各
旧
支
所
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー・市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
園
案
内
と
と
も
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
）

【
注
意
事
項
】

１�

．
平
成
25
年
度
在
園
児
も
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

２�

．
平
成
25
年
度
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お

り
待
機
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も
、

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
再
度
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

３�

．
育
児
休
業
明
け
な
ど
で
年
度
途
中
の
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
こ
の
期
間
内
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

４�

．
入
園
に
つ
い
て
は
、入
園
基
準
に
該
当
し
保

育
の
必
要
性
の
高
い
方
か
ら
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
は
ご
希
望
の
園
に

ご
入
園
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５�

．
申
込
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
入
園
調
整
ま
た
は
休
園
等
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

６�

．
広
域
入
所（
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
所
）を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
ど
も
未
来
課（
甲
南
庁

舎
２
階
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※年齢は平成26年4月1日現在です。

※�定員が◎印の園は、幼保一元化園で、定員は【市立幼稚園入園申込受付】
の項をご参照ください。

平
成
26
年
度
　
市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
受
付

【
受
付
期
間
】９
月
25
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
９
月
27
日（
金
） 

【
受
付
場
所
】入
園
希
望
の
幼
稚
園

【
受
付
時
間
】８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

都
合
に
よ
り
受
付
期
間
中
に
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
ど
も
未
来
課

（
甲
南
庁
舎
２
階
）で
９
月
30
日（
月
）か

ら
10
月
２
日（
水
）8
時
30
分
～
17
時
15

分
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】入
園
願
書

　

�（
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
、
各
旧
支
所
の

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入

園
案
内
と
と
も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
）

【
注
意
事
項
】

１�

．保
護
者・入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

２�

．
平
成
25
年
度
在
園
児
に
つ
い
て
は
、「
在

園
申
請
書
」を
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
。

３�
．
平
成
25
年
度
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

て
待
機
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、
再
度
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

４
．申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

�（
抽
選
を
行
う
場
合
、
抽
選
日
は
11
月
８

日（
金
）の
予
定
で
す
。
抽
選
対
象
者
に

は
、
10
月
31
日
付
け
で
抽
選
の
お
知
ら
せ

を
郵
送
し
ま
す
）

園　　　名 年　齢 定員（人）

伴谷幼稚園 ３歳～５歳 210

土山幼稚園
(土山にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

大原幼稚園
(大原にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

油日幼稚園
(油日にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

信楽幼稚園
(信楽にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

※年齢は平成26年4月1日現在です。 ※�

定
員
が
◎
印
の
園
は
、
幼
保
一
元
化
園

で
、
通
称
は「
○
○
に
こ
に
こ
園
」で
す
。

　
土
山
に
こ
に
こ
園　
１
３
０
名

　
大
原
に
こ
に
こ
園　
１
１
０
名

　
油
日
に
こ
に
こ
園　
69
名

　
信
楽
に
こ
に
こ
園　
１
４
０
名

　
幼
保
一
元
化
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を

同
じ
施
設
で
一
体
的
に
運
営
し
ま
す
。
幼

稚
園
児
と
保
育
園
児
が
同
じ
環
境
の
中
で

園
生
活
を
送
り
ま
す
が
、
入
園
の
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
申
込

が
必
要
で
す
。

保育園と市立幼稚園は、
重複して申込できません。

問い合わせ・申込み

こども未来課　☎86-8179／ 86-8380

平成26年度　私立幼稚園入園申込受付

園名 水口幼稚園 甲南幼稚園 貴生川認定
こども園（短時部）

年齢 ３歳～５歳 ３歳～５歳 ３歳～５歳

定員
（募集定員）

満3歳児（2歳児）
　　　　　10名
3歳児
　　　　　30名
4・5歳児
　　　　 若干名

満3歳児（2歳児）
　　　　若干名
3歳児
　　　　  70名
4・5歳児
　　　　若干名

満3歳児（2歳児）
　　　　　若干名
3歳児
　　　　　 60名
4・5歳児
　　　　　若干名

願書配布 配布中 9月1日（日）
　15時30分～

9月1日（日）
　13時00分～

願書受付 受付中
9月1日（日）
　15時30分～
　※先着順

9月1日（日）
　13時00分～
　※先着順

願書受付場所・
問い合わせ先

水口幼稚園
☎ 62-0329
62-0334

水口町城東3-21

甲南幼稚園
☎・ 86-8088
甲南町野田604

貴生川認定こども園
☎ 62-8188
62-7808

水口町三大寺2100
※�私立幼稚園についてのお問い合わせは各園へ直接お願いします。

※年齢は平成26年4月1日現在です。

園名 年齢 定員（人）
水口東保育園 １歳～５歳 120
水口西保育園 ６か月～５歳 180
伴谷保育園 ６か月～５歳 220
岩上保育園 ２歳～５歳 90
柏木保育園 ６か月～５歳 150
水口北保育園 ６か月～５歳 180
貴生川認定こども園（長時部） ６か月～５歳 255
鮎河保育園 現在休園中
山内保育園 ２歳～５歳 30
土山保育園(土山にこにこ園) ６か月～５歳 ◎
大野保育園 ２歳～５歳 110
甲賀西保育園 ６か月～５歳 110
甲賀北保育園 ２歳～５歳 60
甲賀東保育園(大原にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲賀西保育園南分園(油日にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲南東保育園 ２歳～５歳 70
甲南北保育園 ３歳～５歳 60
甲南西保育園 ３歳～５歳 70
甲南南保育園 ３歳～５歳 60
甲南希望ヶ丘保育園

６か月～５歳
120

甲南のぞみ保育園 160
こうなん保育園 ６か月～２歳 60
信楽保育園(信楽にこにこ園) １歳～５歳 ◎
雲井保育園 ６か月～５歳 100
朝宮保育園 ３歳～５歳 60
多羅尾保育園 現在休園中
明照保育園 ６か月～５歳 80

問い合わせ・申込み

　　水口　☎65-5511　土山　☎66-0375
　　甲賀　☎88-8115　甲南　☎86-0949
　　信楽　☎82-2799

　【各子育て支援センターへ直接】

平成25年9月1日 82013.9.19 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日



　地域で運営されている国際交流の場は、互いの文化や言葉
を学ぶ場になっています。
　公益財団法人淡

お

海
うみ

ネットワークセンターの人材育成事業の
一環として活動している「鹿

か ふ か

深deござれ!」は水口・綾野エリア
を中心に毎月１回、甲賀市内に住む外国人住民と地域住民と
のコミュニケーションの場をつくる活動をしています。５月
「からだdeコミュニケーション」、６月「ごはんdeコミュニ
ケーション」、７月「おにくdeコミュニケーション」など毎月
コミュニケーションツールを決めて、様々な国の人が踊りや
料理を一緒に楽しんでいます。興味のある方はお気軽にご連
絡ください。

　こういった活動に参加されているＪ
さんは「子どもの時に日本にいて、一度
自国に帰った。二度目に来た時は日本
語を忘れていて苦労したが、今は日本
語ができるので困ることはない。もう
すぐ日本語検定１級を受ける予定」と話
します。

外国人住民との懸け橋に
　外国人住民が自立し、 日本の社会へ溶け込んで生活していくためには、 外国人が日本語でコミュニケーション

をとり、 私たち日本人がよき理解者として受け入れていくことが大切です。

日本語指導者養成講座
　甲賀市国際交流協会では毎週金、土曜日の夜、月曜日の昼に「日本語教室」を開催し、たくさんの外国
人が日本語を学んでいます。これらの日本語教室の指導者を養成する「日本語指導者養成講座」が開催されま
す。語学を他人に教えたことがない人、外国語はまったく分からない人でも、外国人の皆さんと日本の社会との

懸け橋になりたいという思いがある方は、お申し込みください。

日程：①9月27日（金）、   ②9月28日（土）、　③10月4日（金）、④10月5日（土）
　　  ⑤10月11日（金）、⑥10月12日（土）、⑦10月20日（日）
　　　　・19時30分～ 21時30分（①、③、⑤、⑥）
　　　　・15時～ 17時（②、④）　　・10時00分～ 14時（⑦）
会場：自主活動センターきずな
講師：乾 文雄 先生　受講料：2,500円（KIS非会員）500円（KIS会員）テキスト代別途要
　　※�講座を修了された方は、協会の開催する「日本語教室」でボランティア指導者として活動できます。

日本語
指導者
養成講座
（初心者向け）

開催

「その看板、許可を得ていますか？？？」
　

※
屋
外
広
告
物
と
は・・・

　

�　
常
時
又
は
一
定
の
期
間
継
続
し

て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も

の
で
、
看
板
、
は
り
紙
、
広
告
旗
、

広
告
板
、
広
告
幕
等
の
類
を
言
い

ま
す
。

　

右
に
該
当
す
る
も
の
は
、
イ
ラ
ス

ト
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
等
で
あ
っ
て

も
、
原
則
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
一
度
、
ま
わ
り
の
看
板
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
許
可
を
得
て
い
な
い

看
板（
屋
外
広
告
物
）が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
急
に
申
請
し
、
許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
年
９
月
１
日
～
10
日
ま

で
を「
屋
外
広
告
物
適
正
化
週
間
」と

し
、
期
間
中
、
県
内
一
斉
に
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

甲
賀
市
に
お
い
て
も
、
違
反
広
告

物
の
簡
易
除
却
を
実
施
し
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
な
み
を
守
る
た
め
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物

　
　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

看
板（
屋
外
広
告
物
）を
設
置
す
る
に
は
、原
則
許
可
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課 

景
観
係

　
　

☎
６
５
―

０
７
８
６

　
　

６
３
―

４
６
０
１

「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

�

（
検
針
票
）の
変
更
の
お
知
ら
せ

　
現
行
の「
市
税
等
口
座
振
替（
納
付
）通
知
書
・
市
税
等
口
座
振
替
結
果
の

お
知
ら
せ
」（
圧
着
ハ
ガ
キ
）の
発
送
が
平
成
25
年
９
月
で
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
平
成
25
年
９
月
の
水
道
検
針
時
よ
り
、
次
の
と
お
り
料
金
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

様

口径

今回指示数

190 mm

79 mm

メーター番号

検針員

前回指示数
メーター取替前水量 ③
今回使用水量①－②＋③

甲賀市上下水道部上下水道料金課

m3

m3

②

設置
場所

使用水量等のお知らせ

検針日

①

裏面もご覧ください。

（参考） m3

水道料金

水栓番号

m3
m3

甲賀市甲南町野田８１０番地

検針票

前回の使用水量
前々回の使用水量
前年同期の使用水量

m3

m3

下水道使用料等

請求予定金額 月分 円
口座振替の方は、　 年 月 日振替予定です。

請求予定金額 月分 円
口座振替の方は、 年 月 日振替予定です。
※下水道の私設メーターの設置等で、上記水量と異な
る場合は、別途通知書をご確認ください。

※上記金額は、消費税等相当額を含みます。
※このお知らせは、請求書ではありません。

お知らせ欄

電話 0748-86-8014

年 月 日

問い合わせ

☎86-8014／ 86-8032
上下水道料金課

名神名阪連絡道路の
早期実現を

　名神名阪連絡道路整備促進期成同盟会の主催する「名
神名阪連絡道路の早期実現に向けたシンポジウム」が７
月27日、あいの土山文化ホールで開催され、約800
人の参加者が会場を埋めました。
　この催しは、国において指定された調査区間を整備
区間に格上げし、早期事業化を実現するために開催さ
れたもので、滋賀県知事、三重県副知事、両県選出の
衆議院議員や沿線自治体、民間団体などの参加者が、
お互いに連携し、国に対して着実に早期実現を訴えか
けていくことを確認しました。
　また、シンポジウムに当たって元国土交通事務次官
の谷口博昭氏が基調講
演を行い、防災や流通、
民間交流など多くの効
果が期待できる当該路
線の事業化は「今しか
ない」と力強く語って
いただきました。

「名神名阪連絡道路」とは
　東近江市から伊賀市までの約30kmをつなぐ地
域高規格道路のことで、平成13年に全線が国によ
り調査区間の指定を受けました。

ごはんde
コミュニケーション

からだde
コミュニケーション

地域の国際交流でも
日本語でコミュニケーション

他の参加者の
通訳をされる方も

問い合わせ

Eメール:gozare2013@gmail.com
鹿深deござれ

多数の参加者で賑わうホール
問い合わせ

☎65-0687　 63-4554
日本語教室・養成講座問合わせ
甲賀市国際交流協会（KIS）

☎63-8728

地域コミュニティ推進室

おにくde
コミュニケーション

平成25年9月1日 102013.9.111 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日



地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

ながの自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

輪
１１３２世帯、約３６５０名が暮らす長野は、他の地域と同様に、

人口の減少とともに若者離れや少子高齢化が進み、高齢化率が２７％となっています。
またこの地域は、信楽焼の窯元が多数存在する陶芸のまちであり、陶芸作家らが集まり文化的な雰囲気を醸成しています。

１０月１日から２０日にかけては「第２回信楽まちなか芸術祭」が当地域をメイン会場に開催されます。

No.26

（信楽学区自治振興会 長野分会）

　
杣
川
夏
ま
つ
り
を
目
前
に
控
え
た
8
月
4
日
、
会
場
周
辺

の
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
、
区
長
会
・
飯
道
山
行
者
講
・
飯
道
山
観

光
協
会
・
地
元
商
工
会
・
青
少
年
育
成
会
・
自
治
振
興
会
役
員
・

地
域
の
皆
さ
ん
等
、
総
勢
1
1
0
人
余
り
が
河
川
敷
に
集
合

さ
れ
ま
し
た
。

　
連
日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
朝
か
ら
涼
し
い
風
の
吹

く
日
と
な
り
、
3
時
間
余
り
か

け
て
杣
川
運
動
公
園
と
河
川
敷
、

貴
生
川
駅
か
ら
会
場
に
か
け
て

の
道
路
な
ど
、
草
刈
り
と
ご
み

拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
し
く
な
っ
た
周
辺
に
は
の

ぼ
り
旗
も
立
て
ら
れ
、
祭
り
の

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

①
環
境
防
災
部
会

　
一
斉
清
掃
・
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
・
花

壇
整
備
・
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
気
持

ち
よ
く
安
心
に
生
活
で
き
る
地
域
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

②
健
康
福
祉
部
会

　
敬
老
会
・
お
元
気
ひ
ろ
ば
・
子
育
て
サ
ロ

ン
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
敬
老
会
は
、
出
席
者
約
１
６
０
名
、
ス

タ
ッ
フ
50
名
と
大
規
模
な
も
の
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

部
会
の
活
動

③
文
化
児
童
部
会

　
夏
休
み
期
間
中
に
流
し
そ
う
め
ん
を
実

施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
企
画
や
、
し
が
ら
き
再
発
見
と
し

て
、
京
都
大
学
の
大
型
大
気
観
測
用
レ
ー

ダ
ー
「
M
U
レ
ー
ダ
ー
」の
見
学
や
信
楽
焼

窯
元
散
策
な
ど
の
文
化
事
業
を
運
営
し
ま

す
。

　
ま
た
、
冬
に
は
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
を

開
催
し
ま
す
。

④
地
域
づ
く
り
部
会

　
地
区
懇
談
会
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
実
施
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ

り
、
実
施
項
目
の
決
定
お
よ
び
実
施
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

⑤
広
報
啓
発
部
会

　
当
会
の
活
動
な
ど
を
地
域
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
広
報
紙
の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　
こ
の
会
の
設
立
目
的
に「
長
野
地
区
住
民

み
ず
か
ら
が
地
区
の
将
来
像
を
考
え
、
そ

の
実
現
に
む
け
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
自
治

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。

　
旧
来
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新

し
い
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
お

互
い
が
支
え
合
い
、
世
代
を
超
え
た
絆
を

深
め
て
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲子どもクリスマス

魚
・
カ
エ
ル
・
せ
み

　  

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
み
っ
け
た

●
山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
「
親
子
で
学
ぶ
、
遊
ぶ
、
い
き
も
の
み
っ
け
寺
子
屋
」が
８
月

10
日
か
ら
11
日
に
か
け
、
山
内
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
昨
年
設
立
さ
れ
た「
い
き
も
の
み
っ
け

フ
ァ
ー
ム
推
進
協
議
会
滋
賀
」が
主
催
し
、
環
境
を
考
え
る
団

体「
山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ
」や
地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
川
遊
び
や
工
作
な
ど
を
通
し

て
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
び
、

ま
た
大
人
は
生
態
系
や
循
環
型

社
会
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
た

笑
顔
が
水
面
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

おかえりなさい
●雲井地域市民センター

　
今
年
も
信
楽
自
然
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ち
ゅ
ら
る・ま
ま
主
催
の
保
養
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
、
8
月
1
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
東
北
や
関
東
か
ら
震
災
の

影
響
に
よ
り
外
で
十
分
に
遊
べ
な
い
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
約
50
名
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
プ
ー
ル
や
映
画
会
、
ラ
イ
ブ
や
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
、
お
楽
し

み
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
の
日
は「
ど
ん
ぐ
り
団
」の
ミ
ニ
遠
足
で
陶
芸
の
森

の
小
川
に
お
出
か
け
し
ま
し
た
。
稚
魚
や
、
ま
だ
し
っ
ぽ
の
残
る
カ
エ
ル
に

子
ど
も
は
興
奮
、
お
母
さ
ん
は
冷
や
汗
と
、
親
子
で
に
ぎ
や
か
に
大
は
し
ゃ

ぎ
の
一
日
で
し
た
。

　
し
が
ら
き
の
夏
、
い
か
が
で
し
た
か
・
・
・　
あ
な
た
の
故
郷
は
こ
こ
に
も

あ
り
ま
す
。

子育ての輪を広げよう
●希望ケ丘地域市民センター

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
希
望
ヶ
丘
分
会
で
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
子

の
み
な
さ
ん
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
週
火
曜
日
、
希
望
ヶ
丘

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場
に
年
間
を
通
し
て「
に
こ
に
こ

サ
ー
ク
ル
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
た
遊
び
や
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
、
お
誕
生
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
、
親
子
で
楽
し
め
る
内
容
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
が
開
催
さ
れ
、
親
子
で
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、
走
っ
た
り
、
皆
さ
ん
の
顔
も
に
こ
に
こ
。
交
流
と

親
子
の
絆
が
深
ま
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
場
を
美
し
く
し
て

　
杣
川
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

●
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲子どもたちと工作

▲親子で大はしゃぎの１日

▲親子で音楽に合わせて

▲清掃活動

▲地域の子どもたちに喜んでもらえる企画を

問
い
合
わ
せ

な
が
の
自
治
振
興
会（
谷
川
会
館
内
）
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▲お元気ひろば

◀敬老会

（にこにこサークル）
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まちかど
特派員のページ

　
市
で
は
、
下

水
道
整
備
を

順
次
進
め
て

お
り
、
水
洗

化
率（
世
帯
）

は
８
２
．
９
％

（
平
成
25
年
３

月
末
日
現
在
）

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
も
、
各
ご
家
庭
の
接
続
が
な

け
れ
ば
、
十
分
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
内
で
下
水

道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
が
あ
る

と
、下
水
道
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
や
、

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
が
見
込
め

ま
せ
ん
の
で
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

排
水
設
備（
宅
地
内
の
排
水
管
）の
工
事
は

ここが

みどこ
ろ

第２回 4
　10月１日から20日にわたって行われる第２回まちなか芸術祭。
　今回は、陶芸の森会場での見どころを紹介します。

※詳しくはホームページをご覧ください
　http://shigaraki-fes.com

信楽まちなか芸術祭
実行委員会事務局

問い合わせ

☎70-3304
　70-3141

大
原
祇
園
の
伝
統
を
守
る

梅
雨
の
気
配
が
残
る
７
月
、
甲
賀
町
大
鳥
神
社
で
大
原
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は「
花
奪
い
」行
事
と
し
て
も
有
名
で
滋
賀
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
笠
に
つ
け
ら
れ
た
花
を
奪
い
あ
う
荒
々
し
い
祭
で
す
が
、
古
く
か
ら
疫
病
払
い
の
神
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
主
役「
花
作
り
」

　

花
奪
い
に
使
わ
れ
る
花
は
、
神

花
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
一

本
ず
つ
手
作
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
存
会
の
一
人
、
大
原
上
田
の
井

場
道
夫
さ
ん
に
よ
る
と
、
芯
花
・

並
花
・
踊
り
子
花
な
ど
作
り
方
が

違
う
そ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
断
・

染
め
・
組
立
ま
で
い
く
つ
も
の
工

程
が
あ
り
ま
す
。

　

約
２
０
０
０
本
の
花
は
現
在
３

名
の
方
で
作
ら
れ
、
祭
が
終
わ
る

と
同
時
に
来
年
の
花
作
り
の
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
華
や
か
な
祭
の

主
役
を
彩
る
花
は
保
存
会
の
皆
さ

西
に し

田
だ

  乃
の

里
り

子
こ

こうかまちかど
特派員

神
花
保
存
会
・
大
久
保
区
祇
園
講
を
訪
ね
て

ん
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

祇
園
講
で
受
け
継
が
れ
る

「
つ
の
結
び
」

　

大
原
祇
園
は
、
祇
園
講
と
呼
ば

れ
る
組
織
に
よ
っ
て
灯
ろ
う
張
り

や
花
蓋
作
り
な
ど
の
準
備
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
９
年
に
１
度
の
神
輿

番
の
年
に
は
、
花
奪
い
で
使
わ
れ

る
警
護
棒
を
作
る
大
切
な
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
今
年
、
神
輿
番
を

務
め
た

大
久
保

区
の
祇

園
講
で

は
、
中

島
竹
和
さ
ん
を
中
心
に
作
業
を
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

警
護
棒
は
、
青
竹
の
先
に
出
来

上
が
っ
た
結
び
目
が
ピ
ン
と
揃
っ

た
ツ
ノ
の
よ
う
に
な
る「
つ
の
結

び
」と
い
う
独
特
の
結
び
方
で
藁

縄
を
結
び
つ
け
ま
す
。
こ
の
結
び

方
は
、
簡
単
そ
う
に
見
え
て
な
か

な
か
複
雑
で
、
中
島
さ
ん
に
習
い

初
め
て
体
験
し
た
皆
さ
ん
も
、
首

を
か
し
げ
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
。

　

大
原
村
の
祇
園
講
は
こ
う
し
て

伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
大
切

な
場
所
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

花
を
奪
い
合
う
様
子
は
荒
々
し

く
豪
快
で
す
が
、
大
原
の「
ぎ
お

ん
さ
ん
」の
伝
統
は
祭
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲祇園祭を盛り上げる神花

▲出来上がった鮮やかな神花

▲一本ずつ手作り

▲これがつの結び

▲子どもたちも伝統の担い手

▲みんな「つの結び」に悪戦苦闘

※�

大
原
祇
園
は
例
年
７
月
23
日
に

宵
宮
が
、
24
日
に
本
祭（
花
奪

い
神
事
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
鳥
神
社　

☎
８
８
―

２
０
０
８

公共下水道へ
接続のお願い

定
め
ら
れ
た
基
準
ど
お
り
に
施
工
さ
れ
な

い
と
、故
障
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

下
水
道
関
連
施
設
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
、
必
ず「
指
定
工
事
店
」で
排
水
設
備

工
事
を
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

※�「
指
定
工
事
店
」と
は
、
定
め
ら
れ
た
規
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
工
事
業
者
を
申

請
に
応
じ
て
、
市
が
指
定
し
て
い
る
も
の

で
す
。

１日年金相談所

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　

計
画
普
及
係

☎
８
６
―

８
０
１
２
／

８
６
―

８
３
９
０

　１日年金相談所の下半期の開設日
は次のとおりです。

開設日　�10月10日（木）、11月14日（木）、
12月12日（木）、１月9日（木）、

　　　　  ２月13日（木）、３月13日（木）
場　所　水口社会福祉センター　
　　　　2階中会議室
　※�事前に草津年金事務所へお申し込み

ください。後日、受付票が送付され
ますので内容をご確認下さい。

問い合わせ申し込み

□草津年金事務所
　077-567-1383（予約専用）
　077-567-1311（お客様相談室）
　077-562-9638（予約専用FAX）

問い合わせのみ

□保険年金課　
　☎65-0688　 63-4618
　（市役所での予約受付は行っていません）

９月10日は「下水道の日」
　1961年当時、全国普及率
が６％だった下水道のPRの
ため制定されました。

◆特別展「酒器の玉手箱」
　滋賀県立陶芸の森にある陶芸専門美術館「陶芸館」で
は、「人生を楽しむ・やきものシリーズ」の第一弾として
特別展「酒器の玉手箱」を10月2日～ 12月15日まで開
催いたします。
　「盃をかわす」「盃論」などの言葉が意味するように、
それは単に飲酒器であるだけではなく、人間関係を媒
介する道具であるともいえます。日本人は人と人との
絆を深め、また日々の暮らしを楽しむために、さまざ
まな酒器を生み出してきました。
　本展では、人生を楽しむ器文化の代表ともいえる「酒
器」に注目し、江戸時代後期から現代までのこだわりの
うつわ約140点を展示します。まるで玉手箱を開けた

ように、多彩な
やきもの酒器の
世界をお楽しみ
ください。観覧
料は一般600円、
高大生450円で
す。

◆「登り窯・金山窯」の焼成プロジェクト
　信楽で発掘調査された16世紀末の窯を再現した「金
山窯」や登り窯を焼成することで、各窯の特徴や歴史を
見つめなおし、伝統と技術を学ぶプロジェクトです。
また信楽陶器工業組合関係者、信楽陶芸作家協会員、
信楽高校セラミック科の生徒など、陶芸を志すもの相
互の交流を図る機会とし、まちなか芸術祭を華やかに盛
り上げます。
　作品の窯詰
め は ９ 月22
日 ～ ９ 月30
日、 焼 成 は
10月 １ 日 ～
４日です。

▲焼成される金山窯

▲陶芸館
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みんなで踊った「じだらく体操」　

キャンドルの灯りでコンサートを楽しんで

「そいつはマズイよ！じだらく体操」

キャンドルライトコンサート

　

び
わ
湖
放
送
に
よ
る「
そ
い
つ
は
マ
ズ

イ
よ
！
じ
だ
ら
く
体
操
」の
収
録
が
８
月

２
日
、
水
口
城
資
料
館
前
で
行
わ
れ
、
お

よ
そ
１
５
０
人
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
操
は
、
滋
賀
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
が
県
民
の
生
活
習
慣
病
予
防

を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
放
送
局

が
主
催
す
る
ま
ち
お
こ
し
企
画「
ア
ミ
ン

チ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
B
B
C
&
藤
井

組
）に
依
頼
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、
部
活
中
の
高
校
生
や
、
近

く
に
お
住
ま
い
の
様
々
な
世
代
の
方
が
集

ま
り
ま
し
た
。
暑
い
中
の
体
操
で
、
皆
さ

ん
汗
だ
く
に
な
り
ま
し
た
が「
お
ば
ち
ゃ

ん
が
ん
ば
っ
て
」と
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
声
を
か
け
る
な
ど
会
場
一
体
は
和
や
か

な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が

８
月
４
日
、
碧
水
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
日
常
を
電
気
を
消
す
こ
と
で

見
直
し
、
地
球
環
境
を
考
え
る
全
国
的

な「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

一
環
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
甲
賀
結

ま
ー
る
の
会
」と
市
が
協
働
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
主
役
は
、
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ

オ
の「
ワ
ラ
イ
ナ
キ
」。
ホ
ー
ル
の
外
に

灯
さ
れ
た
、
廃
油
か
ら
作
ら
れ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
の
灯
り
が
ほ
の
か
に
輝
く
中
、

楽
し
い
曲
か
ら
し
っ
と
り
と
し
た
曲
ま

で
何
曲
も
演
奏
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん

は
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
肩
を
寄
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲たくさんの人が参加した収録風景

▶
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
の
中
で

地域を越えて結成された「甲賀★忍者隊」
KOKA楽こども公民館事業

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
の
事
業
の
一
つ

で
あ
る「
甲
賀
★
忍
者
隊
」の
活
動
が
８

月
17
日
、
同
館
周
辺
で
行
わ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
を
含
め
た
約
15
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、現
在
17
名
が
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

11
月
実
施
予
定
の「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」、

後
半
実
施
予
定
の「
旅
研
修
」の
た
め
の

準
備
や
学
習
が
主
な
活
動
内
容
で
、
活

動
を
通
し
て
豊
か
な
心
と
学
年
や
地
域

を
超
え
た
交
流
を
育
む
こ
と
が
目
的
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
公
民
館
職
員
に
よ
っ
て
流
し
そ
う
め

ん
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
流
れ

る
そ
う
め
ん
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
懸

命
に
箸
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

▲流しそうめんで交流

まちの音楽家（フルート奏者）

石
い し

田
だ

美
み

知
ち

世
よ

さん

甲南町にお住ま
いの石田さんは、大学
などでフルートを学ばれ
た後、その特技を活かして
市内でコンサートを開かれて
います。以前、お住まいだっ
た京都でもお知り合いとと
もに様々なクラシックコ
ンサートを手がけら
れてきました。

◆今はどのような活動をされていますか？
　�　市内では一年前に「ぷらっとカフェロビーコン
サートプロジェクトチーム」を立ち上げ、プララ
などロビーを利用したアットホームなコンサート
をさせて頂いています。これまでに４回の公演を
終え、今後も地道に続けていければと思います。
◆どんなきっかけで始められたのですか？
　�　甲賀市に越してきて少しずつ慣れ、友人の誘い
で市内の知人宅の古民家でミニコンサートを開い
たのがきっかけで、地域の方にもっとクラシック
音楽を生演奏で聴いて頂きたいと考え企画しまし
た。幸い、以前からこういった活動をしていたた
め、大学時代の友人やプロとして活動している演
奏家との交流もあったので、プララのロビーを使
わせていただくことですぐに実現できました。
◆このプロジェクトにはどんな思いを込められていますか？
　�　地域にお住まいの方でなかなか遠方まで足を伸
ばすことができない方がおられますし、こういう
方々にも、身近で手軽に本格的な音楽を楽しんで
もらいたいというのが一番の思いです。また、他
文化ともコラボレーションし地域の皆さんとの交
流の場、ぷらっと立ち寄れる「カフェ」として、そし
て若者たちが都会に行かず、ここに留まりたいと
思えるようなまちになっていけば良いなと思って
います。

◀�得意のフルートを
　地域の方々に

公共交通機関で甲賀へいらっしゃい
京都駅前でキャラバン実施

　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
観
光
誘
客

を
進
め
よ
う
と
８
月
９
日
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅

前
で
市
職
員
や
信
楽
高
原
鐵
道
職
員
に
よ

る「
甲
賀
市
い
ら
っ
し
ゃ
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
賀
忍
者
音
頭
が
流
れ
る
中
、
忍
者
に

扮
し
た
一
行
は
、
駅
利
用
者
に
市
内
鉄
道

沿
線
の
観
光
案
内
チ
ラ
シ
や
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
の
市
施
策
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
と
と
も
に

信
楽
焼
の
豆
カ
エ
ル
を
手
渡
し
な
が
ら
、

「
甲
賀
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
ま
た
、市
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
登
場
し
て
、
記
念
撮
影
に
応
じ
て
い
ま

し
た
。

　
同
日
夜
、
み
や
こ
め
っ
せ
京
都
市
勧
業
館
で
開
催
さ
れ
た「
江
州
音
頭
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」の
会
場
で
も
、
忍
者
や
タ
ヌ
キ
な
ど
が
描
か
れ
た
浴
衣
を
着
た
市
職
員

が
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
甲
賀
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲「にんじゃえもん」「ぽんぽこちゃん」もお出迎え

東日本のママさんたちとのお話
夏休みショートステイin信楽2013

　
育
児
サ
ー
ク
ル「
な
ち
ゅ
ら
る
・
ま
ま
」が
主
催
す
る『
夏
休
み
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

i
n
信
楽
2
0
1
3
』が
８
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
信
楽
町
を
中
心
に
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
・
関
東
地
方
に
存
在
す
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
放
射
能
汚
染
量
が
高
い
地
域
が

あ
る
中
で
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
ち
、
様
々
な

こ
と
に
気
を
遣
い
な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
が
保
養
の
た
め
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
県
か
ら
参
加
の
五
人
家
族
の
マ
マ
は「
知

ら
な
い
間
に
私
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
て
い
た
ん
で

す
ね
…
」そ
う
言
っ
て
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
。
ま
た
、

東
京
都
と
埼
玉
県
か
ら
来
た
マ
マ
3
人
は「
周
囲

の
人
々
の
関
心
の
薄
さ
が
つ
ら
か
っ
た
」と
涙
を

こ
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
皆
さ
ん
も
、
こ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
は
日
ご
ろ
の
気
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
、
大
き

な
癒
し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

（
ま
ち
か
ど
特
派
員・中な

か

島じ
ま

悠は
る
かさ
ん
寄
稿
）

▲信楽での滞在の一風景  ■問い合わせ・申し込み
 ブルーメンカペレ　☎・ 0748-76-0132

石田さん出演フルート＆
ギターコンサートのご案内
　日時：９月15日（日）
　　　  15時開演
　料金：前売1,000円
　　　  中高生500円
　場所：旧水口図書館
　　　 （水口小学校内）
　　※建築家ヴォーリズによる設計

平成25年9月1日 162013.9.117 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日



情報
の

まど
i n f o r m a t i o n

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク
作
成

講
習
会
の
ご
案
内

●
日
時
／
9
月
14
日（
土
）13
時
～
16
時

●
場
所
／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
か
つ
き

●
費
用
／
材
料
代　

5
0
0
円

●
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
模

様
を
作
成
し
エ
コ
バ
ッ
ク
に
プ
リ
ン
ト

●
対
象
／
・
甲
賀
市
・
湖
南
市
に
お
住
ま
い

の
方（
障
害
を
お
持
ち
の
方
優
先
）

　
・
ワ
ー
ド
で
文
字
入
力
で
き
る
方

●
定
員
／
先
着
８
名

●
申
込
締
切
／
9
月
7
日（
土
）

問
・
申
／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
か
つ
き

甲
賀
市
水
口
町
暁
３

－

44

☎
６
５

－
４
６
４
１
／

６
５

－

４
６
４
２

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

国
際
交
流
サ
ロ
ン　

シ
ン
カ
ラ

ン
村
交
流
事
業
報
告
会

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
小
さ
な
漁
村
と
の
交
流
を

立
命
館
大
学
の
学
生
ら
と
一
緒
に
紹
介
・

報
告
し
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
8
日（
日
）13
時
～
16
時

●
場
所
／
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な　

2
F
会
議
室

●
参
加
費
／
無
料　

●
定
員
／
30
名
程
度

●
申
込
締
切
／
9
月
3
日（
火
）

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
・
／
６
３

－

８
７
２
８

（
月
～
金 

祝
日
除
く 

10
時
～
17
時
30
分
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

雲
井
の
寺
小
屋

『
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
雲
井

の
歴
史
を
学
ぼ
う
』

●
日
時
／
９
月
29
日（
日
）９
時
～
12
時

●
場
所
／
雲
井
小
学
校
～
信
楽
駅
＝
高
原

鐡
道
＝
雲
井
駅

●
内
容
／
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
雲
井

の
歴
史
を
学
び
ま
す（
専
用
の
ス
ト
ッ

ク
を
持
っ
て
約
4
㎞
歩
き
、
歴
史
の
話

を
聞
い
て
、
帰
り
は
高
原
鐡
道
で
雲
井

駅
ま
で
）

●
対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

先
着
30
名（
参
加
費
３
０
０
円
）

●
申
込
期
間
／
９
月
５
日（
木
）か
ら

　

９
月
20
日（
金
）

●
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

問
・
申
／
・
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５
／

８
２

－

２
４
６
３

・
雲
井
自
治
振
興
会
事
務
局

☎
８
３

－
８
５
３
１
／

８
３

－

８
５
３
２

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
講
座
受
講
生
募
集

◎�

香
り
を
楽
し
む
だ
け
じ
ゃ
も
っ
た
い

な
い「
ア
ロ
マ
で
介
護
予
防
」

　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
持
つ
ア
ロ
マ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
に
、
介
護
の
現
場
で

使
わ
れ
て
い
る
ア
ロ
マ
や
、
介
護
予
防
に

使
え
る
ア
ロ
マ
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
シ
ル

バ
ー
ヨ
ガ
も
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
28
日（
土
）10
時
か
ら
12
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上　

先
着
20
名

●
受
講
料
／
5
0
0
円（
精
油
代
）

●
そ
の
他
／
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◎�

ふ
る
さ
と
再
発
見「
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

　

＆
茶
粥
で
ラ
ン
チ
」

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
信
楽
町
多

羅
尾
へ
出
か
け
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う

で
意
外
と
知
ら
な
い
市
内
の
魅
力
を
発
見

し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
気
分
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
10
月
5
日（
土
）9
時
か
ら
16
時

30
分
※
貴
生
川
駅
集
合
・
解
散

●
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上　

先
着
15
名

●
受
講
料
／
３
，２
０
０
円（
往
復
の
電

車
・
バ
ス
代
、
体
験
料
、
昼
食
代
、
保

険
代
等
）

●
そ
の
他
／
作
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
は
お
土

産
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
動
き

や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
9
月
3
日（
火
）か
ら
21
日

（
土
）ま
で

●
受
付
時
間
／
火
～
土
曜
日
9
時
～
17
時

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・

社
会
教
育
課

●
そ
の
他
／
必
ず
各
講
座
の
チ
ラ
シ
に
て

詳
細
を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６

－

３
０
３
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

消
費
者
講
座　

地
域
の
見
守
り

●
日
時
／
９
月
27
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分

●
場
所
／
県
甲
賀
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

●
内
容
／
講
演「
地
域
の
悪
質
商
法
被
害

防
止
を
め
ざ
し
て
」

●
講
師
／
東あ

ず
ま　

珠た
ま

美み

さ
ん　

椙す
ぎ

山や
ま

女
学
園

Vol.32

第３０回上野城薪能石水渓まつり

～月とかがり火が照らし出す幽玄の世界～～ 秋の自然を満喫 ～

　上野城薪能は観阿弥・世阿弥の生誕地とされる伊
賀の秋の風物詩で、毎年中秋の名月に一番近い土
曜日に開催し、県内外からたくさんの人が訪れま
す。ライトアップされた上野城をバックに能と狂
言が行われ、月明かりとかがり火の灯りに照らし
出された、幻想的な舞をご覧いただけます。今年
の演目は和泉流狂言「梟山伏」、喜多流能「羽衣」な
どです。幽玄の世界をお楽しみください。

　市内随一の景勝地であり、鈴鹿川の支流、安楽
川の源流である石水渓で、「石水渓まつり」が開催
されます。石水渓の自然にふれながら、秋の一日
をお過ごしください。

【と　き】　10月５日（土）　
　　　　　午前９時30分～午後３時（雨天決行）

【ところ】　石水渓キャンプ場施設周辺
【内　容】　
　▽石水渓ミニハイキングと自然観察会
　▽出店（石水うどん、みたらしだんご、綿菓子など）
　▽宝さがし、マスつかみ
　　（小学生以下対象、先着200人）　など

【アクセス】　東名阪自動車道「亀山IC」より約20分
　　　　　　（亀山IC→国道1号→県道302号）

【問い合わせ】　石水渓まつり実行委員会
　　　　　　　（公財）亀山市地域社会振興会
　　　　　　　☎0595－82－7111
　　　URL http://kameyama-sekisuikei.com/

募　集　種　目 受　付　期　間 試　験　期　日 受　験　資　格 待遇・その他

防衛大学校
学生

推　薦 9月5日～ 9月  9日 　　　9月28・29日

高卒（見込含）
21歳未満の者

修学年限4年
卒業後1年で
３等陸・海・空尉

総合選抜 9月5日～ 9月  9日 1次　9月28日2次　11月2・3日
一　般
（前期） 9月5日～ 9月30日 1次　11月9・10日2次　12月10～ 14日

防衛医科大学校
医学科学生 9月5日～ 9月30日 1次　11月2・3日2次　12月18～ 20日

高卒（見込含）
21歳未満の者

修学年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

防衛医科大学校
看護学科学生（自衛官コース） 9月5日～ 9月30日

1次　10月19日
2次　11月30日・12月1日

高卒（見込含）
21歳未満の者

修学年限4年
国家試験合格後
３等陸・海・空尉

問い合わせ　　　自衛隊滋賀地方協力本部　草津地域事務所
　　　　　　　　滋賀県草津市西渋川一丁目3番25号　サンライズ西田1階
　　　　　　　　  ☎077-563-8205

■自衛官募集

■受験説明会の実施

資料請求・お問い合わせ

催
し

防衛大学校学生等募集　　幹部自衛官育成制度

名　称 期　日 場　所 備　考
陸海空自衛隊受験説明会 受付期間内 草津地域事務所 時間内個別説明

【と　き】　9月21日（土）午後６時開演
【ところ】　伊賀上野城本丸広場
　　　　　（雨天の場合：市立崇広中学校体育館）

【アクセス】　伊賀鉄道上野市駅下車徒歩約５分
【問い合わせ】　上野城薪能実施委員会
　　　　　　　（伊賀市観光戦略課）
☎0595-22-9670　 0595-22-9695

▲月明かりに照らされて能を舞う能楽師

▶
マ
ス
つ
か
み
楽
し
い
よ
!
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大
学
教
授　

※
参
加
無
料

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
５
／

６
３

－

４
５
８
２

滋
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
９

－

２
７

－

２
２
３
４

０
７
４
９

－

２
３

－

９
０
３
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
６
回

●
日
時
／
９
月
26
日（
木
）19
時
30
分
～
21
時

●
場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

●
内
容
／
講
演『
自
殺
予
防
に
む
け
て
私

達
が
で
き
る
こ
と
』

●
講
師
／
安あ

ん

藤ど
う　

麻ま

紀き

さ
ん　

滋
賀
い

の
ち
の
電
話
理
事
兼
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
・
臨
床
心
理
士　

※
参
加
無
料　

手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
３
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

企
画
展「
世
界
が
賞
賛
し
た
水

口
細
工
」展
示
解
説

●
日
時
／
9
月
8
日（
日
）14
時
～
14
時
30
分

●
場
所
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

※
要
入
館
料　

大
人
1
5
0
円

　
　
　
　
　
　

小
中
学
生
80
円

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２

－

７
１
４
１
／

６
３

－

４
７
３
７

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

土
山
中
央
公
民
館
親
子
ふ
れ
あ

い
講
座

「
デ
コ
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
」参
加
者

募
集

●
日
時
／
10
月
５
日（
土
）13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
場
所
／
大
野
公
民
館

●
内
容
／
焼
き
上
げ
た
ク
ッ
キ
ー
を
、

チ
ョ
コ
や
コ
コ
ア
、
デ
コ
ペ
ン
を
使
っ

て
、
か
わ
い
く
仕
上
げ
ま
す
。

●
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

（
先
着
20
名
）

●
参
加
料
／
１
人
５
０
０
円（
材
料
代
他
）

●
申
込
締
切
／
９
月
28
日（
土
）

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
可

問
・
申
／
土
山
中
央
公
民
館

☎
／

６
６

－

０
１
５
８

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

東
海
道
伝
馬
館　

と
ん
ぼ
玉
づ

く
り
教
室

●
日
時
／
9
月
8
日（
日
）・
11
日（
水
）

　

い
ず
れ
も
9
時
30
分
～
12
時

　
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

●
場
所
／
東
海
道
伝
馬
館　

体
験
工
房

●
参
加
費
／
ネ
ッ
ク
レ
ス
１
，０
０
０
円

と
ん
ぼ
玉
の
み（
ネ
ッ
ク
レ
ス
用
）

7
0
0
円

ス
ト
ラ
ッ
プ
5
0
0
円

●
対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

●
定
員
／
20
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

●
申
込
締
切
／
各
回
の
当
日
ま
で

問
・
申
／
東
海
道
伝
馬
館（
月
・
火
休
館
）

☎
・
／
６
６

－

２
７
７
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

『
美
味
し
く
学
ん
で
す
っ
き
り

教
室
』開
催

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
し
か
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
／
19
歳
～
64
歳
の
市
民

●
定
員
／
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
日
時
・
場
所
／
10
月
４
日（
金
）９
時
30

分
～
13
時
30
分　

水
口
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
参
加
費
用
／
5
0
0
円（
材
料
費
）

●
内
容

・
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
礎
知
識

「
あ
な
た
の
そ
の
体
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
で
す
」

・
手
軽
な
運
動
実
技「
動
い
て
す
っ
き

り
血
流
改
善
」

・
栄
養
の
基
礎
知
識「
ラ
ン
チ
で
お
い

し
く
学
ぼ
う
」

・
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ「
ふ
ら

い
ぱ
ん
」の
手
作
り
弁
当
の
試
食

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
参
加
費
用
、
動

き
や
す
い
服
装

●
申
し
込
み
／
電
話
・
F
A
X
等
で
９
月

27
日（
金
）ま
で

問
・
申
／
健
康
推
進
課　

健
康
増
進
係

☎
６
５

－

０
７
３
７
／

６
３

－

４
５
９
１

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

�

「
中
秋
の
名
月
を
み
よ
う
」

●
日
時
／
９
月
14
日（
土
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、
月
、
秋
の
星
座

な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
９
月
13
日（
金
）先
着
20
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館　

☎
８
８

－

４
１
０
０
／

８
８

－

５
０
５
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

連
続
講
座「
し
が
ら
き
健
康
塾
」

　

信
楽
中
央
病
院
で
は
、
生
活
習
慣
病
の

原
因
や
病
状
、
予
防
に
つ
い
て
学
べ
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
18
日（
水
）14
時
～
16
時

●
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階

●
内
容
／
講
座
、
頚
動
脈
エ
コ
ー
、
血
糖

測
定
、
健
康
食
品
の
試
食
な
ど

●
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　

他

●
参
加
費
／
初
回
の
方
の
み
テ
キ
ス
ト
代

３
０
０
円　

●
定
員
／
約
20
名

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－

０
２
４
９
／

８
２

－
３
０
６
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

シ
ル
バ
ー
連
合
会　

再
就
職
・

就
業
支
援　

シ
ニ
ア
対
象『
講

習
会
』の
ご
案
内 募

集

ふ
る
さ
と
産
品
技
能
講
習

●
日
程
／
9
月
30
日（
月
）～
10
月
11
日

（
金
）土
日
除
く
10
日
間

●
会
場
／
連
合
会
事
務
所
会
議
室
他
13
時

～
17
時

●
定
員
／
20
名

●
申
込
締
切
／
9
月
18
日（
水
）必
着

※
申
込
受
付
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

●
受
講
者
選
考
面
接
日
程
／
9
月
20
日

（
金
）10
時　

プ
エ
ル
タ
大
津
に
て

●
そ
の
他
／
チ
ラ
シ
裏
面
ま
た
は
お
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
F
A
X
ま
た
は

郵
送
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。（
求
職

登
録
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。）

●
受
講
料
／
無
料

●
対
象
者
／
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で

講
習
に
係
る
就
業
を
希
望
し
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

●
講
習
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ
申
込
先

公
益
社
団
法
人　

滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0

－

0
0
5
4

大
津
市
逢
坂
1
丁
目
1
番
1
号

☎
０
７
７

－

５
２
５

－

４
１
２
８

０
７
７

－

５
２
７

－

９
４
９
0

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

２
０
１
４
年
版
県
民
手
帳
予
約

受
付
中

　

使
い
や
す
い
日
記
欄
、
最
新
の
滋
賀
県

の
様
子
が
わ
か
る
統
計
資
料
、
県
内
19
市

町
別
紹
介
ペ
ー
ジ
、
官
公
庁
一
覧
、
暮
ら

し
の
相
談
窓
口
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
コ
ン
パ
ク

ト
な
一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
サ
イ
ズ

1
3
9
㎜
×
82
㎜
）

●
価
格
／
１
冊
５
０
０
円

●
予
約
／
９
月
20
日（
金
）ま
で

※
お
届
け
は
11
月
下
旬
頃
予
定

問
・
申
／
総
務
課

☎
６
５

－

０
６
６
３
／

６
３

－

４
５
６
１

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
９
月
17
日（
火
）～
９
月
27

日（
金
）

　

募
集
案
内
や
申
込
書
等
は
、
９
月
17
日

か
ら
住
宅
建
築
課
で
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
／
住
宅
建
築
課 

公
営
住
宅
係

☎
６
５

－

０
６
０
９
／

６
３

－

４
６
０
１

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
９
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）

　
（
土
・
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

●
使
用
開
始
日
／
10
月
１
日（
火
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場
／
12
区
画（
う
ち
軽

自
動
車
5
区
画
）

日 事業・大会名簿 対象者
1（日） 第7回甲賀市長杯軟式野球交流大会   小学生（軟式野球）

7（土）・14（土）
28（土） 京滋大学野球連盟秋季リーグ　 大学生（硬式野球）

8（日）・15（日）
22（日）・29（日） 甲賀市民球技大会　 成人（軟式野球）

16（月） 近畿秋季少年軟式野球大会　 中学生（軟式野球）

日 事業・大会名等 対象者
1（日）・7（土）
8（日）・15（日）
16（月）・22（日）

高円宮杯U-18滋賀県リーグ　 高校生（サッカー）

23（月）・28（土） 高円宮杯U-15滋賀県大会　 中学生（サッカー）

日 事業・大会名等 対象者
7（土）・14（土）
21（土）・28（土）甲賀市陸協・マスターズ交流練習会 成人（陸上）

8（日） 関西サッカーリーグ2013 成人(サッカー )

15（日）・29（日）
JFLリーグ戦　�
15日　Mioびわこ滋賀対ホンダロックSC
29日　Mioびわこ滋賀対横河武蔵野FC
キックオフ　15･29日　13:00

一般（サッカー）
有料　1,000円

水口スポーツの森へ行こう ９月の催し

●�年間予約に供しない一般利用者の方のための確保日（12月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……12月21日（土）・23日（祝）
　・多目的グラウンド…………… 14日（土）・22日（日）
12月分の利用申し込み締切日：10月１日（火）　※抽選日：10月6日（日）

甲賀市民スタジアム

多目的グラウンド

陸上競技場

問
／（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎（
０
３
）６
９
０
７-

１
２
３
４

　
　（
０
３
）５
９
５
５-

８
２
１
１

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
／
（
身
体
障

が
い
者
用
の
み
２
区
画
）

　

３
，０
０
０
円
／
月

※�

申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６
／

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）　

３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

消防法により全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
また、設置されているお宅は定期的にお手入れをしましょう。
お手入れに関する情報は下記URLでチェック
http://www.kaho.or.jp/text/user/awm06_p01.html

住宅用火災警報器を設置しましょう。

甲賀広域行政組合消防本部

平成25年9月1日 202013.9.121 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日
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忘
れ
ら
れ
た
山
寺

　

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

　

自
転
車　

１
，５
０
０
円
／
月

　

原
付　
　

１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

　

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
受
付

●
対
象
／
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
常
時

運
転
し（
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
除

く
）、
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会
費
を

納
入
し
て
お
り
過
去
に
同
種
の
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
方

●
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
／

自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
運
転
経
験
が

10
年
以
上
で
、
そ
の
間
、
無
事
故
無
違

反
で
優
良
な
運
転
者

●
甲
賀
警
察
署
長
・
甲
賀
湖
南
交
通
安
全

協
会
長
表
彰
／
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど

の
運
転
経
験
が
15
年
以
上
で
、そ
の
間
、

無
事
故
無
違
反
で
優
良
な
運
転
者

●
受
付
期
限
／
10
月
１
日（
火
）ま
で（
土

日
祭
日
を
除
く
）８
時
30
分
か
ら
16
時

30
分

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
／

・
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・「
無
事
故
、

無
違
反
証
明
書
」の
発
行
手
数
料

６
３
０
円

●
受
付
窓
口
／
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会

事
務
局

問
／
甲
賀
湖
南
交
通
安
全
協
会（
甲
賀
警

察
署
内
）　

☎
６
３

－

５
６
７
１

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

自
殺
予
防
は
周
囲
の
人
か
ら

　

自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
か
ら
14
年
連

続
で
3
万
人
を
超
え
て
お
り
、
平
成
24
年

に
よ
う
や
く
3
万
人
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
殺
に
い
た
る
ま
で
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ

て
お
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
す
。

　

市
内
で
も
、
自
殺
者
数
は
年
間
30
人
前

後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
た

人
た
ち
に
は
、
周
囲
の
人
が
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
】 

◎
気
づ
き�

…
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

い
て
、
声
を
か
け
る

◎
傾　

聴�

…
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る

◎
つ
な
ぎ�

…
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る

よ
う
促
す 

◎
見
守
り�

…
温
か
く
寄
り
沿
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る 

・�

9
月
10
日
～
9
月
16
日
は『
自
殺
予
防

週
間
』で
す

《
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
》

健
康
推
進
課　

☎
６
５

－

0
7
0
3

　

先
に
刊
行
し
た
第
５
巻
で
は
、
信
楽

焼
・
仏
教
彫
刻
と
な
ら
ん
で
、
考
古
学
上

の
遺
跡
を
数
多
く
紹
介
し
ま
し
た
。
紫

香
楽
宮
と
宮
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
万

葉
歌
木
簡
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
地
元
の
人
で
も
意
外
に
訪

れ
た
こ
と
の
な
い
遺
跡
に「
山や

ま

寺で
ら

」が
あ

り
、
こ
れ
に
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
き

ま
し
た
。

　

山
寺
と
は
平
地
に
建
て
ら
れ
た
寺
院

と
は
異
な
り
、
丘
陵
や
山
地
に
建
て
ら

れ
、
修
行
の
場
所
と
な
る
も
の
で
、
山

林
寺
院
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
山
の
中
を

聖
な
る
場
所
と
し
て
営
ま
れ
ま
し
た
。

近
江
で
は
延
暦
寺
を
そ
の
代
表
と
し
て

金こ
ん

勝し
ょ
う

寺（
栗
東
市
）や
長

ち
ょ
う

命め
い

寺（
近
江
八

幡
市
）弥や

高た
か

寺
跡（
長
浜
市
）、
旧
甲
賀
郡

内
で
は
少
菩
提
寺
跡（
湖
南
市
）な
ど
が

有
名
で
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
山
上

や
山
腹
に
平
坦
な
場
所
を
ひ
ら
き
、
多

く
の
お
堂
や
僧
坊
が
建
て
ら
れ
、
自
然

と
宗
教
が
融
和
し
た
独
特
の
雰
囲
気
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
域
で
こ
の
山
寺
に
あ
た
る
の

が
、飯
道
山
上
の
飯
道
寺（
廃
寺・宮
町
）・

そ
の
北
麓
に
あ
る
最
勝
寺（
岩
坂
）、
庚

申
山
上
の
広こ

う

徳と
く

寺（
山
上
）、
そ
し
て
甲

賀
の
比
叡
山
と
も
呼
ば
れ
た
岩
尾
山
上

の
息そ

く

障し
ょ
う

寺（
杉
谷
）な
ど
で
す
。
な
か
で

も
そ
の
歴
史
や
規
模
の
面
で
飛
び
抜
け

て
い
る
の
が
飯
道
寺
で
す
。
飯
道
山
は

そ
の
秀
麗
な
姿
か
ら
奈
良
時
代
に
は
す
で

に
飯
道
神
が
僧
侶
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
、
平

安
時
代
に
は
延
喜
式
内
の
神
と
し
て
名
が

上
が
り
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
修

験
道
の
一
大
霊
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
た
ん
に
創
立
が
古
い
だ
け
で
な
く
、
早

く
か
ら
神
仏
習
合
の
霊
山
と
し
て
山
林
修

行
者
の
拠
点
と
な
り
、
仏
教
と
山
岳
信
仰

が
結
び
つ
い
た
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

の
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
こ
と
は
、
山
寺
な
ら
で
は
の
こ
と

で
す
。
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
よ
り
廃

寺
と
な
り
、
現
在
は
石
垣
の
広
が
り
に

よ
っ
て
、
往
時
の
繁
栄
を
し
の
ぶ
ば
か
り

で
す
が
、
そ
の
規
模
は
大
き
く
、
こ
こ
に

建
物
が
並
ん
で
い
れ
ば
さ
ぞ
や
と
い
う
思

い
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
季
節
を
迎
え
、
郷
土
を

代
表
す
る
山
寺
の
跡
を
散
策
し
、
歴
史
の

ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
市
史
販
売
場
所
】

〈
水�

口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ
・
山

田
書
店
・
T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う

ど
ー・水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土�

山
町
〉ウ
エ
ノ
・
道
の
駅
あ
い
の
土
山
・
土

山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
土
山
歴
史

民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲�

南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・市
史
編
さ
ん
室

〈
信�

楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統
産

業
会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※�

営
業
開
館
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
予

約
の
方
は
早
期
引
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

広報 広告主
募　集

・発行日の45日前までにお申し込みを
・掲載箇所　各月１日号「情報のまど」下部
・広告企画　縦45mm×横85mm（１枠）
・掲 載 料　１号１枠 25,000円／月 ※長期割有
・発行部数　35,100部 ※詳細は市ホームページまで
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甲
賀
保
健
所　

☎
６
３

－

6
1
4
8

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
7

－

5
6
7

－

5
0
1
0

問
／
健
康
推
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
６
５

－

0
7
3
7

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
9
月
11
日（
水
）13
時
30
分
～
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
６
名（
１
人
約

30
分
）※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化

週
間

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
差
別
や

虐
待
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法

務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

●
期
間
／
９
月
９
日（
月
）～
９
月
15
日

（
日
）

●
時
間
／
８
時
30
分
～
19
時（
土
日
は
10

時
～
17
時
）

問
／
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

４
６
７
３

０
７
７

－

５
２
２

－

５
３
１
７

相
談〈
9
月
〉

市
史
編
さ
ん
室

8
6
｜

８
０
7
5
／

８
６
｜

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

平成25年9月1日 222013.9.123 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日
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編
集
後
記

　
甲
賀
町
大
久
保
区
の
皆
さ

ん
が
８
月
１６
日
、信
楽
に
保

養
に
訪
れ
て
い
た
皆
さ
ん
を

ま
ち
巡
り
ツ
ア
ー
に
招
待

し
、私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
同

行
し
て
き
ま
し
た
▼
自
分
た

ち
の
地
域
の
良
さ
を
お
客
様

に
堪
能
し
て
も
ら
え
る
よ
う

練
り
あ
げ
ら
れ
た
ツ
ア
ー
に

参
加
者
は「
本
当
に
良
い
所
」

と
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
、広

報
担
当
の
私
も
知
ら
な
い
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
▼
そ

ん
な
ツ
ア
ー
の
途
中
、あ
る

子
ど
も
が「
あ
っ
忍
者
が
こ
ん

な
所
に
も
い
る
よ
」と
指
差

し
た
先
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

▼
身
近
す
ぎ
て
普
段
気
づ
か

な
い
物
も
、少
し
気
を
付
け

て
歩
い
て
い
れ
ば
、地
域
毎
の

デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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号

【
N
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,522

46,426

47,096

33,339

（-41）人

（-  3）人

（-38）人

（21）世帯
H25.7.31現在　（　）内は前月比

9月の延長窓口は
3日、10日、17日、24日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）生活習慣病を防ぐため、始めましょう「じだらく体操」（関連記事はP16）

いざという時のために……………………………………………2,3
第 48回滋賀県消防操法訓練大会結果……………………………4
猛毒キノコ「カエンタケ」にご注意を……………………………6
平成 26年度保育園・幼稚園入園案内……………………………8

キラリ輝く地域の輪「ながの自治振興会」……………………12
まちかど特派員のページ「大原祇園の伝統を守る」…………15
であいこうか「まちの音楽家…フルート奏者　石田美知世さん」…17
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